
シンポジウムSymposium 
 

大学とグローバル化：社会科学における大学の「国際化」を考える 
University and Globalization: 

On the ‘internationalization’ of University in Social Sciences 
 

日時：2015年5月31日：13:00～15:15   
会場：成城大学3号館2階321教室：（小田急線・成城学園前駅下車・徒歩3分） 
Venue: Seijo University, Bldg, 3. (Address: 6-1-20 Seijo, Setagaya, Tokyo, Japan) 

 
日本学術会議（第１部国際協力分科会）・国際社会科学団体連盟（IFSSO）・成城大学：共催 

 
趣旨：グローバル化があらゆる領域に影響を与える時代となった。大学もまた例外ではない。一部

で新自由主義的な大学の再編が進み、かつ日本の大学では「上からの」ナショナリスティックな指

示も目立つようになった。さらに、日本では少子化に伴う大学生数の減少から、留学生に活路を見

出そうとする動きも顕著だ。 
 このような現状において、とりわけ社会科学を中心とする文科系の大学は、今後どのような道を

思い描いていくことができるのか。いま大学に着きつけられている課題に、大学自身はどのように

対応していこうとするのか。そして、大学がなすべきことは何なのか……。 
このような問いに対して、欧米の大学教育の知見、および日本よりも一足先に国際化を進めてい

る韓国の現状を、日本の現状と比較しつつ検討しながら、大学の未来像を参加者とともに考えてい

きたい。これが本シンポジウムの狙いである。 
  コーディネーター・司会 

 西原和久（成城大学：日本学術会議連携会員） 
Coordinator & Chair: Kazuhisa Nishihara (Seijo University)  

 
■開会挨拶：広渡清吾（専修大学、日本学術会議前会長、日本学術会議連携会員） 

Seigo Hirowatari （Senshu University, Former President of Science Council of Japan） 
 
■第1報告：山口博史（都留文科大学） 
「誰が日本を選ぶのか――グローバル化する世界における日本の社会科学と国際学生交流」 

1: Hiroshi Yamaguchi (Tsuru University): Who Chooses Japan?: Japanese Social  
Sciences and International Student Exchange in a Globalizing World  

 
■第2報告：金益基（韓国・東国大学） 
「韓国における学術交流の国際化」 

2: Ik-Ki Kim (South Korea: Dongkuk University)： Internationalization of Academic 
Cooperation in Korea 

 
■第3報告：矢澤修次郎（成城大学／一橋大学：日本学術会議連携会員） 
「公共財の知の空間としての大学――学術資本主義の諸問題」 

3: Shujiro Yazawa (Seijo University, Hitotsubashi University) : University as a Space  
of Knowledge as a Public Good: Problems of Academic Capitalism 

 
■討論者：王向華（香港大学） 

Discussant: Heung Wah Wong (University of Hong Kong)  
 
 



【補記】 
このシンポジウムの使用言語は、日本語＋英語（報告者・討論者・司会が英語と日本語の両方を

使って報告します）、そして質疑応答は日本語でできます。その場合は通訳付きです。 
 
このシンポジウムは、成城大学において 2015 年 5 月 29 日~31 日の 3 日間開催される IFSSO

（国際社会科学団体連盟： International Federation of Social Science Organization）の第22回

隔年大会（The 22nd IFSSO General Assembly and International Conference 2015）のなかで行

われます。 
 
この IFSSO の全体を通した統一テーマは「グローカル化――多文化社会の創造に向けた社会デ

ザインへの社会科学的アプローチ」（Glocalization: A Social Scientific Approach towards Social 
Design for the Creation of Multicultural Society）です。 
 なお、以下のURLをクリック（またはCtrlキーを押しながらクリック）すると、大会のHPで

詳細なプログラム・会場アクセス・連絡先等を見ることができます。 
 

https://sites.google.com/site/22ifssointernationalconference/ 
 
共同開催団体は、IFSSOの他、日本学術会議（第1部国際協力分科会）および成城大学、です。 

 
Co-Organizer: IFSSO (International Federation of Social Science Organizations),  

Science Council of Japan、and Seijo University 
 
【事務局】 
IFSSO東京大会組織委員会事務局 
Secretary General of Local Organizing Committee of IFSSO Tokyo Conference  
Email: ifsso2015tokyo@gmail.com 
 

https://sites.google.com/site/22ifssointernationalconference/

